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(陽子線, 炭素線)

がんがん

器具を用いて、
ビームが到達
する深さを調整

Ｘ線の場合は入口の線量が大きく、
正常細胞にまで影響が及ぶ。

粒子線の場合は、がんに線量が集中
し、正常細胞への影響が小さい。

粒子線がん治療は線量集中性が高いので、がん細胞
への攻撃作用が大きく、快適な医療を実現できる

粒子線がん治療は線量集中性が高いので、がん細胞
への攻撃作用が大きく、快適な医療を実現できる

５
提供：（独）放射線医学総合研究所



（例）早期の肺がん

★エックス線治療では５～６週間かかる治療が
１日で終わるように。

治療前 治療後（１回照射）

重粒子線がん治療で治療が短期間で終わる重粒子線がん治療で治療が短期間で終わる
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重粒子線がん治療の治療成績は重粒子線がん治療の治療成績は

重粒子線がん治療により、例えば、

◆早期の肺がん*の患者では、

５年生存率 ５７％ （１２９症例）
（出典： 平成６年６月から平成１５年８月までの（独）放射線医学総合研究所のデータ。) 
*Ⅰ期肺がん。

◆肝がんの患者(肝硬変症合併の初回治療例)では、

３年生存率 ７２％ （２７症例）
（出典：平成１２年４月から平成１５年８月までの（独）放射線医学総合研究所のデータ。）

◆前立腺がんの患者（高リスク群（ＰＳＡ（前立腺特異
抗原）値２０以上））では、

５年生存率 ７５％ （１２６症例）
（出典： 平成６年６月から平成１６年８月までの（独）放射線医学総合研究所のデータ。）

７




